
広報

　6月27日に、藍住町の人口が３５０００人に到達し、藍住町役場1階町民ホールで記念式典を行いました。３５０００人目 
の町民となった三浦さんは、職員や来庁者に大きな拍手で迎えられ、石川町長から認定証と藍染製品等の記念品が 
贈呈されました。
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平成29年6月末現在（　）内は前月比
人　口… 34,996人…（＋19） 15歳未満… 5,357人…（−５）

65歳以上… 7,943人…（＋18）

平均年齢… 43.0歳

　男… 16,859人…（＋17）

　女… 18,137人…（＋２）

世帯数… 14,047戸…（＋５）

7
人口３５０００人を突破
３５０００人目は三浦絵里奈さん
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６
日

上
程
議
案
等

◆�

平
成
28
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予
算

の
専
決
処
分
に
対
す
る
承
認

◆�

藍
住
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
専
決
処
分
に
対
す
る
承
認

◆�

藍
住
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
対
す
る
承
認

◆�

平
成
28
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告

◆�

平
成
28
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
継
続
費
繰

越
計
算
書
の
報
告

◆�

平
成
28
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
水
道
事

業
）予
算
繰
越
の
報
告

◆�

藍
住
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
を
説

明
す
る
書
類
の
提
出

14
日

一
般
質
問

◆�

安
藝
広
志
議
員
、
永
濵
茂
樹
議
員
、
西
岡

恵
子
議
員
、
林
茂
議
員
、
小
川
幸
英
議
員

の
５
氏
が
登
壇
、
行
政
全
般
に
関
す
る
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

20
日

上
程
議
案
等

◆�

農
業
委
員
会
委
員
の
選
任
の
同
意（
14
議
案
）

◆�

脱
着
装
置
付
コ
ン
テ
ナ
専
用
車
の
購
入
契

約
の
締
結

◆�
国
民
健
康
保
険
都
道
府
県
単
位
化
に
係
る

意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
請
願

※�

一
般
質
問
の
内
容
等
は
、
8
月
発
行
予
定

の「
議
会
だ
よ
り
」で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
平
成
29
年
第
2
回
藍
住
町
議
会
定
例
会
は
6
月
6
日

に
開
会
し
、
町
長
提
案
18
議
案
を
可
決
し
、
20
日
に 

閉
会
し
ま
し
た
。

6月議会

今
月
の
納
税

　

７
月
は
、
固
定
資
産
税（
２
期
）・
国
民
健

康
保
険
税（
１
期
）の
納
付
月
で
す
。

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

納
期
限  

７
月
31
日（
月
）

※�

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で

に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

※�

口
座
振
替
契
約
を
解
除
す
る
場
合
に
は
、

解
約
手
続
が
必
要
で
す
。

　

�

転
出
・
婚
姻
等
、世
帯
状
況
に
異
動
が
あ
っ

た
場
合
で
も
、
自
動
的
に
解
約
と
は
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課︵
☎
６
３
７
・
３
１
１
７
︶

今
月
の
保
険
料
の

納
付
の
お
知
ら
せ

　

７
月
は
、
介
護
保
険
料（
第
１
期
）の
納
付

月
で
す
。

　

普
通
徴
収
の
方
の
納
期
限
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

納
期
限  

７
月
31
日（
月
）

※�

口
座
振
替
を
ご

利
用
の
方
は
、

前
日
ま
で
に
口

座
へ
ご
入
金
く

だ
さ
い
。

問 

健
康
推
進
課︵
☎
６
３
７
・
３
１
１
５
︶

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・

金
婚
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

　

町
で
は
毎
年
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚・金
婚
を
迎
え
た
ご
夫
婦
に
記
念
品
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
９
月
に
開
催
予
定
の「
敬
老
の
つ
ど
い
」へ
ご
招
待
し
ま
す
の
で
、
次
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、
８
月
31
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

① 
昭
和
32
年
に
結
婚
さ
れ
た
、
成
婚
60
年
目
の
ご
夫
婦

② 

昭
和
42
年
に
結
婚
さ
れ
た
、
成
婚
50
年
目
の
ご
夫
婦

※
確
認
の
た
め
、
婚
姻
年
月
日
等
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問 

福
祉
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

できることから始めよう

脱 温 暖 化

家庭でできる省エネアクション
◦
◦
◦

◦
◦

問
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老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

の
に
必
要
な
期
間（
受
給
資
格

期
間
）が「
25
年
」か
ら「
10
年
」

に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
対
象
と
な
る
方
に
は
日

本
年
金
機
構
か
ら
黄
色
の
封
筒

で
年
金
請
求
書
が
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
だ
手
続
が
お
済
み

で
な
い
方
は『
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
・
０
５
・

１
１
６
５
）』で
予
約
の
上
、
年

金
事
務
所
で
手
続
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

藍
住
町
職
員
採
用
試
験
案
内

　

平
成
30
年
度
採
用
予
定
の
藍
住
町
職
員

採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

◇
採
用
予
定
職
種

【
一
般
事
務
】

　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◇
採
用
予
定
数

【
一
般
事
務
】　
５
名
程
度

◇
試
験
日
・
場
所

　

第
１
次
試
験　

９
月
17
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

徳
島
文
理
大
学

　
　
　
　
　
　
　
９
号
館（
人
間
生
活
学
部
棟
）

　

第
２
次
試
験　

11
月
初
旬
～
12
月
初
旬

　
　
　
　
　
　
　

藍
住
町
役
場（
予
定
会
場
）

◇
受
験
手
続

①�

申
込
用
紙
及
び
受
験
案
内
は
、
総
務
課

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
で
請
求

す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に「
職
員
試
験

請
求
」と
朱
書
き
し
、
宛
先
を
明
記
の
上
、

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を

必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
付
期
間　

７
月
18
日（
火
）～

　
　
　
　
　
　

８
月
３
日（
木
）

※�

受
付
時
間
は
、
開
庁
日（
月
～
金
）の
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

※�

郵
便
に
よ
る
申
込
み
の
場
合
は
、
８
月
３
日

（
木
）ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受

付
し
ま
す
。

※�
受
付
期
間
経
過
後
の
申
込
み
は
一
切
受�

付
し
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

申
・
問�

総
務
課︵
☎
６
３
７・３
１
１
１
︶

板
野
東
部
消
防
組
合
消
防
職
員
採
用
試
験

試
験
区
分　

�

消
防
職
員（
高
等
学
校
卒
業

程
度
）

職
務
内
容　

�

警
防
・
救
急
・
救
助
・
予
防
・

総
務
等
の
消
防
業
務

採
用
予
定
数　

６
名
程
度

受
験
資
格　

�

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

　
　
　
　
　

�

自
動
車
運
転
免
許
は
準
中
型

以
上
を
取
得
し
て
い
る
又
は

将
来
自
費
で
取
得
さ
れ
る
方

※�

救
急
救
命
士
の
資
格
を
有
す
る
場
合
は
平

成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

受
付
期
間　
７
月
18
日（
火
）～
８
月
３
日（
木
）

　
　
　
　
　
（
郵
送
の
場
合
は
３
日
消
印
有
効
）

試
験
日　
１
次
試
験　

９
月
17
日（
日
）

　
　
　
　
　

２
次
試
験　

10
月
以
降
予
定

※�

募
集
要
項
と
試
験
申
込
書
は
、
消
防
組
合

に
備
え
て
い
ま
す
。

申
・
問�

板
野
東
部
消
防
組
合  

総
務
課

　
　
　
　
︵
☎
６
９
８
・
９
９
０
０
︶

   ハ～イ
こくねんです！  障害基礎年金を受けている方の所得状況届

　20歳前の障害による障害基礎年金、障害福祉年金から切り替わった障害基礎年金、母子・準母子福祉年金か
ら切り替わった遺族基礎年金を受けている方は、毎年7月が「所得状況届」の提出月です。
　「所得状況届」は、引き続き年金を受ける権利があるかどうかを確認するための大切な手続です。年金事務所
から送付された「所得状況届」に同封されている説明書をよくお読みの上、提出してください。
　なお、「所得状況届」を提出していない場合や、所得の審査ができない場合は、年金の支払が一時停止すること
がありますのでご注意ください。
　提出期限　7月31日（日）まで
　提 出 先　町住民課（☎637・3113）　　　　　　　　　　　　　　 　 問 徳島北年金事務所（☎655・0200）

年金請求手続はお済みでしょうか?

年金
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● ● ● 臓器提供の意思表示にご協力ください ● ● ●
　新しい被保険者証(有効期限平成29年7月31日)の裏面に、臓器提供意思表示欄が設けられています。これは、臓器 
移植に関する啓発や知識を深めるためです。臓器移植とは、病気や事故により臓器が機能しなくなった方に他の方の 
健康な臓器を移植、機能を回復させる医療です。
　臓器提供の意思表示は自分の意思で決めることができます。また、意思表示欄記入後も意思の変更ができます。臓器
提供についてよく考え、家族と話し合い、意思表示欄の記入にご協力ください。なお、意思表示欄への記入は任意であ
り、義務付けるものではありません。

問 健康推進課（☎637・3115）

※ 臓器提供意思表示欄記入後に、「個人情報保護シール」を貼り付けることにより、記入内容を他の人に知られないようにす
ることができます。このシールは被保険者証同封パンフレット「臓器提供の意思表示にご協力ください」に付いています。

※ 記入する場合は、ボールペン等の消えないペンを使用してください。

※平成29年度の保険料の決定通知書を8月初旬にお送りします。
　平成29年度の保険料が、年金から差し引かれている方は、4月分から8月分までを、仮徴収としてお支払い
いただくこととなっております。
　保険料の算定基礎となる前年の所得が確定後、年額保険料とお支払方法のお知らせを送付します。
　また、年金からの差し引きではなく、納付書または口座振替により保険料を納めていただく方についても、
健康推進課から年額保険料のお知らせと納付書を送付します。

◆提供したくない臓器の選択

◆特記欄への記載について

◆自分の意思に合う番号を選択

◆本人署名・家族署名について

板
野
郡
医
師
会
在
宅
当
番

時
間
帯
の
変
更

平
日

休
日板

野
東
部
消
防
組
合
か
ら

の
お
知
ら
せ

問

+
 

○
○
○
医
院



No 882 ■ 広報あいずみ5

後期高齢者医療被保険者証

有効期限　　年　　月　　日

被 保 険 者 番 号

被
保
険
者

住 所

氏 名

生 年 月 日

資格取得年月日
発 効 期 日
交 付 年 月 日
一 部 の 負 担 金
の 割 合 　 　 　

保 険 者 番 号
並 び に 保 険
者 の 名 称 及
び 印 　 　 　

印

～後期高齢者医療制度～
8月は保険証の定期更新月です

　現在、後期高齢者医療制度に加入されている方には、有効期限が「平成29年7月31日」となっているオレンジ色の
「後期高齢者医療被保険者証」を、1人に1枚お渡ししています。
　7月中に健康推進課から、有効期限　平成30年7月31日と記載された新しい被保険者証[紫色]をお届けします。
　平成29年8月1日から平成30年7月31日までの一部負担金の割合（1割又は3割）は、平成28年中の所得に基づき、
改めて判定します。
　8月1日以降は、古い被保険者証は使えませんので、受診の際は有効期限を確認し、
お間違えのないようご注意ください。

【一部負担金の割合の判定方法について】
1割負担となる方

同じ世帯の被保険者全員の住民税課税所得が145万円未満

3割負担となる方
世帯構成 被保険者が1人の場合 被保険者が2人以上の場合
住民税課税所得 145万円以上 145万円以上の被保険者がいる

総収入の合計額
383万円未満は1割（要申請） 520万円未満は1割（要申請）
383万円以上は3割（※） 520万円以上は3割

※ 70歳以上75歳未満の方（後期高齢者医療制度の被保険者以外）がいる場合、その方々 
との総収入の合計額が520万円未満の場合は1割（要申請）

新しい被保険者証の有効期限は
平成30年7月31日 になっています。

※後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証（薄い紫色）をお持ちの方へ
　現在お持ちの「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」は、有効期限が「平成29年7月31日」となっています。
　平成28年度の認定証をお持ちの方で平成29年度住民税非課税世帯の方には、7月末までにお住まいの市町村から「後期高
齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」をお届けします。更新申請書の提出は必要ありません。
  認定証に記載されている適用区分が「区分Ⅱ」の方で「過去12か月で90日を超える入院」をされた方は、健康推進課に申請
していただくことで、入院時の食事代がさらに減額されます。

重
度
心
身
障
が
い
者
等
医
療
費

受
給
者
証
等
の
お
知
ら
せ

　

８
月
１
日
は
重
度
心
身
障
が
い
者
等
医

療
費
受
給
者
証（
受
給
者
認
定
書
）の
更
新

日
で
す（
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給

者
証
の
更
新
日
は
10
月
１
日
で
す
）。

　

引
き
続
き
受
給
対
象
と
認
定
さ
れ
る
方

に
は
、新
し
い
受
給
者
証
等
を
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
を
お
持

ち
の
方
の
う
ち
、
医
師
・
民
生
委
員
の
証

明
の
添
付
が
必
要
と
な
る
方
に
は
、
証
明

書
の
様
式
を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
に
該
当
す
る
方
で
、
受
給
者

の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い（
た
だ
し
所
得
額
等
の
制
限
が

あ
り
ま
す
）。

①�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方

②�

身
体
障
害
者
手
帳
２
級
を
お
持
ち
の
方

③�

療
育
手
帳「
Ａ
」を
お
持
ち
の
方

④�

知
的
障
害（
自
閉
症
を
含
む
）に
よ
る
特

別
児
童
扶
養
手
当
１
級
の
対
象
児
童

⑤�

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
又
は
４
級
か
つ

療
育
手
帳「
Ｂ
１
」を
お
持
ち
の
方

⑥�

ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童（
18
歳
の
年
度

末
ま
で
）及
び
そ
の
父
母

⑦�

父
母
が
い
な
い
児
童（
18
歳
の
年
度
末

ま
で
）

問�

福
祉
課︵
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
︶

ご確認
　ください！
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板野東部消防組合　☎698・0119

収れん火災とは？
　収れん火災は、凸レンズや凹面鏡、又はこれらと同じ作用が
働くものに、光が反射・屈折して1点に集まることによって引き 
起こされる火災です。
　原理として、虫眼鏡で太陽光を1点に集めて発熱させた理科実験と同じです。1点に集まった光の先に、
燃えやすい新聞紙の束や衣類などがあると燃えてしまう可能性があります。
　収れん火災は、日差しが強い夏場特有のことと思えますが、冬場でも発生します。
　身の回りに水の入ったペットボトル等凸レンズと同じような働きをする物が無いか、注意してみましょう。

ルールを守って楽しい花火
　花火はきれいで楽しいものです。でも、取り扱いを守らないと怪我の原因となります。取扱い方法
を守って遊びましょう。

  注意点  
 1  花火に書いてある遊び方をよく読んで必ず守りましょう。
 2   花火を人や家に向けたり、燃えやすいもののある場所で遊んだりしないようにしましょう。衣服

に火がつかないように注意しましょう。
 3  手持ちの筒花火は、手の位置に注意しましょう。
 4  風の強いときは花火遊びはやめましょう。
 5  水を用意しましょう。
 6  大人と一緒に遊びましょう。
 7  たくさんの花火に、一度に火をつけないようにしましょう。1本ずつ遊びましょう。
 8  正しい位置に正しい方法で点火してください。
 9   花火の時に筒先に顔や手を絶対出さないこと。点火する時や途中で火が消えたときは、特に注意しましょう。
10  花火をポケットに入れてはいけません。
11  花火を分解して遊ぶことは危険です。絶対してはいけません。

収れん火災の危険性

あ
い
ず
み
歴
史
散
歩

～ 

藍 

の 

故 

郷 

散 

策 

～

③
伊い

比び

良ら

咩め

神
社

　
所
在
地
：
徳
命
字
前
須
西

　

こ
の
神
社
の
創
建
は
古
く
、
平
安
時
代

の
史
料
に
も
名
前
が
出
て
き
ま
す
。
本
殿

は
小
規
模
な
一い

っ
け
ん
し
ゃ
な
が
れ
づ
く
り

間
社
流
造
と
い
う
形
式
の

檜ひ
わ
だ
ぶ
き

皮
葺
の
建
物
で
、
覆お

お

屋や

に
入
っ
て
い
ま

す
。
棟む
な

札ふ
だ

か
ら
文
化
９
年（
１
８
１
２
）�

に
再
建
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
向こ
う

拝は
い

回
り
は
19
世
紀
中
頃
、

身も
　
や舎部
の
本
体
は
18
世
紀
中
頃
に
建
て
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ケ
ヤ
キ
を

使
っ
た
立
派
な
建
築
か
ら
は
、
こ
の
付
近

の
藍
業
が
繁
栄
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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野
焼
き
を

し
な
い
で

く
だ
さ
い

野
焼
き
と
は

　

適
法
な
焼
却
施
設
以
外
で
廃
棄
物（
ご

み
）を
燃
や
す
こ
と
を「
野
焼
き
」と
い
い

ま
す
。

　

野
焼
き
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」で
原
則
と
し
て
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
へ
の
苦
情

◦�

煙
の
臭
い
が
家
の
中
ま
で
入
っ
て
く
る

◦�

洗
濯
物
が
干
せ
な
い

◦�

煙
で
の
ど
が
痛
い

野
焼
き
禁
止
の
例
外

◦�

国
や
地
方
公
共
団
体
が
施
設
管
理
を

行
う
た
め
に
必
要
な
場
合

◦�

災
害
の
予
防
・
応
急
対
策
・
復
旧
の

た
め
に
必
要
な
場
合

◦�

風
俗
慣
習
上
・
宗
教
上
の
行
事
を
行

う
た
め
に
必
要
な
場
合

◦�

農
業
・
林
業
・
漁
業
で
や
む
を
得
ず

行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

◦�

た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
で
通
常
行

わ
れ
る
場
合
で
軽
微
な
も
の

※�

た
だ
し
、
住
宅
密
集
地
や
周
囲
の
苦

情
な
ど
が
あ
る
場
合
、
県
や
町
の
指

導
対
象
に
な
り
ま
す
。

問 

生
活
環
境
課︵
☎
６
３
７
・
３
１
１
６
︶

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
を

お
願
い
し
ま
す

◦

➡

◦問節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

雨
が
少
な
い
状
態
が
続
く
と
、
川
の
水

量
が
減
少
し
ま
す
。
水
は
限
り
あ
る
資
源

で
す
。日
頃
か
ら
こ
ま
め
に
蛇
口
を
閉
め
、

水
を
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
な
ど
、
一

人
一
人
の
積
み
重
ね
が
大
切
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

県
河
川
整
備
課︵
☎
６
２
１・２
６
２
５
︶

平
成
29
年
度
登
録
販
売
者
試
験

　

一
般
用
医
薬
品
の
販
売
に
従
事
す
る
た

め
の
資
質
を
確
認
す
る
試
験
で
す
。

【
日
時
】10
月
24
日（
火
）10
時
30
分
か
ら

【
場
所
】あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル

【
出
願
期
間
】７
月
18
日
～
７
月
31
日

問 

県
薬
務
課︵
☎
６
２
１
・
２
２
３
１
／

　
　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
６
２
１
・
２
８
４
２
︶

協力店舗一覧（申込受付順）
店舗名 住所 店舗名 住所

町歴史館「藍の館」 東中富字前須西172 ごくらく酒蔵 あぐら 奥野字矢上前50-1

食楽喜酒 萬坊 矢上字西160-92 コメダ珈琲徳島藍住店 徳命字前須西99-1

カムイ 徳命字前須東53-1 RUSTIQUE（リュスティック） 矢上字原217-10

喫茶 花束 勝瑞字東勝地364-6 一番亭藍住店 東中富字直道傍示50-8

和風ダイニング 連 東中富字龍池傍示13-3 ぴいす 勝瑞字幸島12-43

純aiうどん 塩ごころ 東中富字直道傍示125-69 さぬき手打ちうどん 一心 笠木字中野171-1 新聖ビル101

パン工房 ランベリー 勝瑞字新田50 カラオケ チップス 奥野字西野33-8

吉野屋 奥野字前川118 花子さんのキムチ 矢上字北分68-4 石川ビル１F

手作りジェラート ファーレ 矢上字北分82-1 麺屋 やな蔵 奥野字矢上前51-1 モリビル１F

農園直営旬感ダイニング アクリエ 奥野字和田119-1 手作りパン工房 のあ 笠木字中野106-10

イルローザ 藍住店 奥野字西中須62-1 竹内製麺所 奥野字山畑47-10

居酒家 うちんく 奥野字西中須39-5

　『“藍”deグルメ』開催期間中に藍製品を身につけて協力店舗に来店すると、うれしい
サービスが受けられます。サービス内容はお店によっていろいろ。詳細は、町ホームページ
をご覧ください。
　藍製品を着て、持って、美味しいご飯を食べに行きましょう!!

開催期間

7月22日（土）
〜

30日（日）

“藍”de グルメを開催します!
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　6月9日県庁で、長年にわたる民生委員としての御功労により、�

厚生労働大臣特別表彰を受賞されました。

　受賞に際して、飯泉知事から長年の地域福祉への貢献に対し

て感謝の言葉が述べられました。

「厚生労働大臣特別表彰」を受賞

三
み

好
よし

 昭
しょう

一
いち

郎
ろう

 氏 十
と

川
がわ

　 佳
よし

久
ひさ

 氏

　多年にわたり町文化財保護
審議会会長として、文化財の
保護に貢献されました。

　多年にわたり徳島県体育協
会の役員等として、スポーツの
振興に貢献されました。

徳島県表彰を受賞
6月5日に徳島県表彰式があり、藍住町から2名の方が受賞されました。

人権(同和)教育・
啓発推進功労者表彰

JICAボランティア出発隊員が
町長を表敬訪問　

JICAボランティア出発隊員が
町長を表敬訪問　

　県人権教育研究協議会から、
人権(同和)教育・啓発の推進に著
しい功績があり、他の模範とな
るとして、奥村康人さん(奥野)が
人権(同和)教育・啓発推進者功労
者表彰を受賞されました。
　奥村さんは、町教育委員、町
人権教育推進協議会の会長として10年以上の永きに
わたり、人権教育・啓発の推進にご尽力をされてい
ます。

　この度、国際協力機構(JICA）の青年海外協力隊の
一員として十川ちひろさんが、7月上旬から2年間の
予定で、マラウイ（アフリカ）へ
派遣されることになり、町長を
表敬訪問されました。青少年の
更生施設で生徒のコミュニケー
ション能力や協調性などを育成
するプログラムを企画実施する
予定です。

友
好
の
さ
く
ら
ん
ぼ
が

届
き
ま
し
た

　
友
好
都
市
山
形
県
河
北
町
か
ら
、

特
産
の「
さ
く
ら
ん
ぼ（
佐
藤
錦
）」が

届
き
ま
し
た
。
佐
藤
錦
は
甘
み
と
酸

味
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く「
赤
い
ル
ビ
ー
」

と
呼
ば
れ
、
日
本
を
代
表
す
る
品
種

で
す
。

　
頂
い
た
さ
く
ら
ん
ぼ
は
町
内
保
育

所
の
子
ど
も
達
の
お
や
つ
と
し
て
提

供
し
ま
し
た
。
真
っ
赤
に
熟
し
た
実

の
鮮
や
か
さ
に
目
を
輝
か
せ
、「
ピ
カ

ピ
カ
で
き
れ
い
！
」「
ぷ
り
ぷ
り
し
て
お 

い
し
い
！
」と
み
ん
な
大
喜
び
で
し
た
。

横
よこ

井
い

　和
かず

子
こ

 氏 （住吉）
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部落差別と人権 ●藍住町スローガン●

守れ人権 許すな差別

 狭山現地調査をとおして 
　₆月10日、狭山事件を調査することによって部落差別と人権につい
て学習しようと狭山現地調査を行いました。今回の現地調査の参加者
は14人。正午前に埼玉県狭山市・狭山現地事務所に到着。石川一雄さ
ん、早智子さんがいつもの笑顔で出迎えてくれました。昼食後直ちに
現地案内人により現地調査を行いました。今回もフェイスブックの呼
びかけで多くの仲間が参加しました。 
　事件当時とはすっかり現場の状況は変わっています。しかし、 「自白」
に基づいて現場を歩いてみると時間的にも当時の状況的にも「自白」
に疑問が残ります。 
　なぜ、高校生が見ず知らずの石川さんについて行ったのだろう。なぜ、近くで農作業していた人に助けを求
めなかったのだろう。 逃げようと思えばいつでも逃げられたのに。 
　なぜ、祭りだったのに誰も石川さんを見ていないのだろう。 
　なぜ、₂回の家宅捜査でわかりやすい鴨居の上の万年筆が発見できなかったのだろう。 
　現地調査でたくさんの疑問がわき、えん罪であることが確認できました。 
　石川一雄さんから「この事件は、部落差別に基づいた権力犯罪である。不当な取り調べでウソの自白をさせ
られた。無実を勝ち取るために更なるご支援をお願いしたい。」早智子さんからは「就職の時、住所を変えたが
出身を暴かれた。」差別の中で不安に過ごした青年期の被差別体験が語られ「より多くの支援をお願いしたい。」
と挨拶がありました。 
　初めての参加者からは「実際に歩いて、知識として知っていたことが、現実としてオカシイと思った。」と感
想が述べられました。
　現地案内人から「40年間再審開始に向けて闘っている。開示された
証拠の中から石川さんの無実を証明するたくさんの新証拠が提出さ
れている。各地で世論を高めてもらいたい。」と話がありました。 
　石川一雄さんは、部落差別によって教育を奪われ、小学校にもほと
んど通えなかったため、十分に文字を書くことさえできませんでし
た。犯人が書いたとされる「脅迫状」も書くことができません。 
　狭山事件の背景にある部落差別について理解することが、この事件
をより深く理解するために必要です。 
　今、多くのえん罪が明らかになっています。証拠の開示や裁判所に
よる事実調べや証人調べにより、警察の取り調べの違法性や、でっち上げが明らかになっています。えん罪を
無くすために、取り調べの「可視化」（取り調べの様子や内容を明らかにすること）が進められています。それが
えん罪を防ぐことになります。 

差別問題を考える藍住の会 坂本英二 

人権標語 藍住南小学校生徒作品

その言葉　きずつく人いない？　自分の発言　心で考えて	６年　阪東　歩華
笑顔はね　幸せになれる　おまじない	 ６年　増川　奈央
やさしさはポケットへ　いじめはゴミ箱へ	 ６年　橋本あずみ
世界でも　どこでも伝わる　笑う顔	 ６年　住友　晴帆
自分笑顔　そしたら広がる　笑顔の輪	 ６年　藤井　華乃
世界に一つ　みんなの花が　さいている	 ６年　宮本　　雛
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次
代
を
担
う
青
少
年

の
育
成
は
、
国
民
全
体

に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で

あ
り
、
国
、
地
方
公
共

団
体
、関
係
団
体
等
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
つ

つ
、
相
互
に
協
力
し
な
が
ら
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
青
少
年
の
非
行
・
被
害

の
防
止
の
た
め
の
取
組
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
内
閣
府
で
は
、７
月
を「
青

少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月

間
」と
し
、
次
の
重
点
課
題
を
定
め
、

全
国
で
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

【
重
点
課
題
】

1
子
供
の
性
被
害
の
防
止

2
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
係
る
非
行

と
犯
罪
被
害
防
止
対
策
の
推
進

3
有
害
環
境
へ
の
適
切
な
対
応

4
薬
物
乱
用
対
策
の
推
進

5
不
良
行
為
及
び
初
発
型
非
行（
犯
罪
）

等
の
防
止

６
再
非
行（
犯
罪
）の
防
止

７
い
じ
め
・
暴
力
行
為
等
の
問
題
行
動

へ
の
対
応

問 

教
育
委
員
会

（
☎︎
６
３
７・３
１
２
８
）

　

対
象
者
に
は
、
６
月
末
ま
で
に
受
診
券
の
入
っ
た
案
内
を
個
人
通
知
し
て
い
ま
す
。

■
胃
・
肺
・
大
腸
・
前
立
腺
が
ん
検
診（
年
に
１
回
の
ご
案
内
）

【
胃
・
肺
・
大
腸
が
ん
検
診
：
40
歳
以
上
】

対
象
者
：
昭
和
53
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方

【
前
立
腺
が
ん
検
診
：
50
歳
以
上
】

対
象
者
：
昭
和
43
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方 

■
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

【
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
：
40
歳
以
上
】

対
象
者
：
昭
和
53
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
で
、
か
つ
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
未
受
診
の
方

※
対
象
者
の
う
ち
、
昭
和
52
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
婦
人
が
ん
検
診（
２
年
に
１
回
の
ご
案
内
）

※
平
成
28
年
度
検
診
未
受
診
の
方
で
、
次
の
基
準
に
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

【
子
宮
頸
が
ん
検
診
：
20
歳
以
上
】

対
象
者
：
平
成
10
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方

【
乳
が
ん
検
診
：
40
歳
以
上
】

対
象
者
：
昭
和
53
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方 

※
婦
人
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
に
該
当
す
る
方
は
、
検
診

が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
対
象
者
の
方
は
受
診
券
に
印
字
し
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
検
診

【
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診：今
年
度
40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60
歳
、
65
歳
、
70
歳
の
女
性
】

【
歯
周
病
検
診
：
今
年
度
40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70
歳
の
男
女
】

　

対
象
者
の
方
は
受
診
券
に
印
字
し
て
お
り
ま
す
。

◎
集
団
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　

県
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
☎︎
６
７
８・３
５
５
７
／
６
７
８・７
１
２
８　
　
７
月
31
日
ま
で
受
付
）

※
各
検
診
の
日
程
・
予
約
に
つ
い
て
は「
Ｈ
29
年
度
各
種
検
診
の
御
案
内
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
該
当
し
て
い
る
方
、
６
月
末
ま
で
に
検
診
の
案
内
が
届
い
て
い
な
い
、
若
し
く
は
新
し
く

町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

保
健
セ
ン
タ
ー （
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

７
月
は

「
青
少
年
の
非
行
・
被
害

防
止
全
国
強
調
月
間
」で
す

●
●
●
各
種
検
診
が
始
ま
り
ま
し
た
●
●
●

～
ネ
コ
を
飼
っ
て
い
る
方
へ
～

◆
ネ
コ
に
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
症
等
を

感
染
さ
せ
な
い
た
め
に
注
意
す
る
こ
と
◆

１
ネ
コ
を
外
へ
出
さ
な
い

　
　

ネ
コ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
完

全
室
内
飼
育
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

２
ネ
コ
に
生
肉
を
与
え
な
い

　
　

生
肉
な
ど
か
ら
感
染
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

既
に
外
で
飼
っ
て
い
る
ネ
コ

を
室
内
飼
育
に
す
る
こ
と
は
で

き
ま
す
か
？

Ａ　

少
し
時
間
が
か
か
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
可
能
で
す
。

　
　

最
初
は
習
慣
で
外
に
出
た
が

り
ま
す
が
、
室
内
の
環
境
を
快

適
に
し
て
、
外
に
出
さ
な
い
こ

と
を
徹
底
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど

の
ネ
コ
は
慣
れ
ま
す
。

　
　

引
っ
越
し
な
ど
の
際
に
、
生

活
環
境
の
変
化
を
利
用
す
る
と
、

室
内
飼
育
へ
と

変
え
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

問  

生
活
環
境
課

（
☎︎
６
３
７・３
１
１
６
）

ワ
ン
ニ
ャ
ン

だ
よ
り
59
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朝
食
ア
イ
デ
ア
献
立
募
集

　

朝
食
に
ふ
さ
わ
し
く
、
手
軽
に
作
れ
る
献

立
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
町
内
の
小
学
生
以
上
の
方

応
募
方
法　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
い
る

応
募
用
紙
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。詳
細
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　
９
月
４
日（
月
）必
着

※
優
秀
作
品
は
、
福
祉
・
健
康
づ
く
り
の
町

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
発
表
し
ま
す
。

※
小
・
中
学
生
に
は
夏
休
み
前
に
応
募
用
紙

を
配
布
し
ま
す
。

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎︎
６
９
２・８
６
５
８
）

ひ
ま
わ
り
元
気
教
室

（
小
・
中
学
生
栄
養
料
理
教
室
）

日

時　
７
月
25
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

内

容　
調
理
実
習（
枝
豆
ご
飯
、
ミ
ー

ト
ロ
ー
フ
、カ
ラ
フ
ル
サ
ラ
ダ
、

わ
か
め
ス
ー
プ
、
す
い
か
の
フ

ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
）

対
象
者　
町
内
の
中
学
生
・
小
学
生（
４

　
　
　
　
　

～
６
年
生
）

定

員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
３
０
０
円

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
・
手
ふ
き
用
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
　

水
筒

※
参
加
者
に
は
、
バ
ン
ダ
ナ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

申
込
締
切　
７
月
20
日（
木
）ま
で

主

催　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」栄
養
部

申
・
問 
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎︎
６
９
２・８
６
５
８
）

女
性
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日

時　
８
月
６
日（
日
）午
前
９
時
か
ら

場

所　
体
育
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
編
成

町
民
又
は
町
内
在
勤
者
の
女
性
チ
ー
ム

（
学
生
は
除
く
）で
選
手
８
人（
監
督
１
人

を
含
む
）の
編
成

申
込
期
限　
７
月
28
日（
金
）ま
で

申
・
問 

町
民
体
育
館

（
☎︎
６
９
２・１
１
１
５
）

　
人
権
侵
害
が
あ
っ
た
20
世
紀
を
反
省
し
て
、
国
際
社
会
は
人
権
を
21
世
紀
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
い
ま
す
。

　
人
に
優
し
い
生
き
方
は
、
人
権
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
う
ま
れ
ま
す
。
自
ら
の
人
権
を
守
る

た
め
に
も
人
権
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

【日程及び学習内容】 ※講師等の都合で、日時や内容を変更する場合があります。

時

間　

 

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場

所　
町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

※
現
地
研
修
除
く

受
講
料　
無
料（
現
地
研
修
の
一
部
は　

　
　
　
　
　

実
費
負
担
）

対
象
者　
町
民
又
は
町
内
在
勤
者

申
込
み　
登
録
制（
８
月
８
日
ま
で
）

※
お
お
む
ね
全
講
座
受
講
で
き
る
方

※
４
回
以
上
参
加
の
方
に
は
、
町
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
あ
い
の
す
け
」の
グ
ッ

ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

自
由
参
加（
講
座
の
前
日
ま
で
に
申
込
み
）

※
現
地
研
修
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問 

教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課

　
　
（
☎︎
６
３
７・３
１
２
８
／　
　
　

 　

　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ 

６
３
７・３
１
５
３
）

情　報
NOW
情　報
NOW

人
権
講
座
生
募
集

人
権
は
21
世
紀
の

　
　
キ
ー
ワ
ー
ド

人
権
を
大
切
に

月　　日 テーマ・内容 講　師

第１回 ₈月10日(木) 青年海外協力隊の経験から 県人権教育指導員・太田　光俊氏

第２回 ₉月₆日(水) 女性問題 阿南市人権教育・啓発講師団講師
歯朶山 加代氏

第３回 10月22日(日) 多文化共生 現地研修・大阪府茨木市

第４回 11月24日(金) 差別と共生 東洋大学・井沢 泰樹氏

第５回 12月14日(木) 障がい者 県人権問題講師団講師
徳山 富子氏

第６回 ₁月26日(金) 同和問題 県人権教育指導員・牧 逸馬氏
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平
成
29
年
度 

歴
史
文
化
講
座

〜
阿
波
藍
を
知
ろ
う
!!
〜

第
３
回　

８
月
19
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

「
阿
波
藍
の
隆
盛
～
奥
村
家
文
書
よ
り
」

講　

師 

三
好 

昭
一
郎
氏

（
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
・
文
学
博
士
）

　

江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
阿

波
藍
は
隆
盛
を
極
め
ま
し
た
。
そ
の
様

子
を
藍
豪
商
奥
村
家
に
残
る
古
文
書
か

ら
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
今
後
の
開
催
予
定
〕

※
こ
の
講
座
は
連
続
講
座
で
す
。

開
催
日

内
容
／
講
師

第４回
９
月
16
日（
土
）
今
に
残
る
阿
波
藍
の
景
観
～

藍
屋
敷
の
構
造
と
生
活
／
島

田
英
明
氏（
一
級
建
築
士
・
文

化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

第５回
11
月
18
日（
土
）
阿
波
藍
を
伝
承
す
る
／
佐
藤

好
昭
氏（
藍
師
）

第６回
12
月
16
日（
土
）
阿
波
藍
で
染
め
る
～
天
然
灰

汁
醗
酵
建
藍
染
」／
矢
野
藍
秀

氏（
藍
染
職
人
）

※
第
２
回
講
座「
中
世
の
阿
波
と
藍
」は

　

７
月
15
日（
土
）に
開
催
し
ま
す
。

開
催
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

開
催
場
所　

町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

　
　
　
　
　

い
。

申
・
問 

教
育
委
員
会

　
　
　
　
（
☎︎
６
３
７・３
１
２
８
）

こ
ど
も
た
い
そ
う
教
室

　

走
る
、
跳
ぶ
、
投
げ
る
を
お
兄
ち
ゃ
ん
先

生
に
教
え
て
も
ら
お
う
！

　

運
動
会
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
ろ
う
！

日

時　
８
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日

　

の
午
前
９
時
か
ら
10
時
30
分（
全
４
回
）

場

所　
町
民
体
育
館

対
象
者　
町
内
の
小
学
１
・
２
年
生

定

員　
40
人（
申
込
順
）

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員　

千
円　

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
外　

２
千
円

準
備
物　
上
履
き
、
飲
物
、
タ
オ
ル
等

申
込
開
始　
７
月
18
日（
火
）

※
動
き
や
す
い
服
装（
上
着
は
体
操
服
が
望

ま
し
い
）で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
ダ
ン
ス
教
室

　

リ
ズ
ム
を
身
体
に
刻
も
う
♪

み
ん
な
初
め
て
だ
か
ら
大
丈
夫
。

　

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
が
踊

れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
♪

日

時　
８
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日

　
（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）の
午
前
10
時
45
分
～

　

正
午（
全
４
回
）

場

所　
町
民
体
育
館 

２
階

対
象
者　
町
内
の
小
学
４
～
６
年
生

定

員　
30
人（
申
込
順
）

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員　

千
円　

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
外　

２
千
円

準
備
物　
上
履
き
、
飲
物
、
タ
オ
ル
等

申
込
開
始　
７
月
18
日（
火
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

大
麻
山
登
山
教
室

　

山
の
中
は
木
陰
が
最
高
に

気
持
ち
イ
イ
！
一
緒
に
登
っ

て
み
ま
し
ょ
う
！

　

出
発
が
早
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日

時　
７
月
22
日（
土
）午
前
８
時
集
合

集
合
場
所　
大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
無
料　

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
外
５
０
０
円（
保
険
料
）

※
軽
食
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は

集
合
時
間
の
30
分
前
ま
で
に
体
育
セ
ン

タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

軽
登
山
教
室

「
キ
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
群
生
地
を
求
め
て
」  

　

キ
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
を
探
し
て
一
ノ
森
を

登
り
ま
す
。

日

時　
８
月
６
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
６
時
半
出
発

　
　
　
　
　

午
後
５
時
帰
町
予
定

集
合
場
所　
総
合
施
設
駐
車
場

対
象
者　
小
学
４
年
生
以
上
の
町
民

　
　
　
　
　

又
は
町
内
在
勤
者

定

員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員 

５
千
円

　
　
　

  
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
外 

７
千
円

申
込
開
始　
７
月
18
日（
火
）か
ら

※
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
７
月
26
日（
水
）以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

参
加
費
を
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

ゆ
め
タ
ウ
ン
で

　
　
　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

  

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
た
い
け
ど
、
暑
さ
が
気

に
な
る
方
！
一
緒
に
ゆ
め
タ
ウ
ン
内
を
歩
い

て
ス
ッ
キ
リ
し
ま
し
ょ
う
！

日

時　
７
月
27
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
受
付

集
合
場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
１
階

　
　
　
　
　

ウ
エ
ス
ト
コ
ー
ト

参
加
費　
無
料

定

員　
１
０
０
人（
申
込
順
）

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎︎
６
９
２・５
０
０
０
）

　

町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
夏
恒
例
の「
国

際
交
流
バ
ー
ベ
Ｑ
」を
開
催
し
ま
す
。
国
際

理
解
や
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、
暑
い
夏
を
み

ん
な
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日

時　
７
月
23
日（
日
）午
後
５
時
～
７
時
30
分

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
会
員
３
０
０
円
、
一
般
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
３
歳
ま
で
は
無
料
）

☆
お
に
ぎ
り
、お
茶
、か
き
氷
を
用
意
し
ま
す
。

申
・
問 

町
国
際
交
流
協
会

（
☎︎
０
９
０・５
９
１
６・７
８
３
６
／

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
６
９
２・１
６
２
６
）

E

−m
ail

：aizum
i_kokusai@

yahoo.co.jp

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ夏

で
す
！

国
際
交
流
バ
ー
ベ
Ｑ
２
０
１
７
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認
知
症
予
防
の
教
室
で
す
。
簡
単
な
読

み
書
き
や
計
算
、
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
で

脳
を
活
性
化
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
少
し
ず
つ

生
活
や
意
欲
に
変
化
が
出
て
き
ま
す
！

◆
受
講
者
募
集

日

時　
８
月
30
日
～
平
成
30
年
２
月
７

日
の
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
～
正
午
の

間
の
40
分
間
程
度

会

場　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
凌
雲

　
　
　
　

地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス

　
　
　
　
（
矢
上
字
安
任
１
５
６
番
地
１
）

※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
者　
65
歳
以
上
の
方

定

員　
24
人（
申
込
順
）

※
初
回
参
加
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

参
加
費　
無
料

◆
教
室
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割

　

教
室
進
行
の
サ
ポ
ー
ト
、
受
講
者
と
の

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

毎
週
水
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
～

　

午
後
０
時
30
分

対
象
者　
お
お
む
ね
65
歳
く
ら
い
ま
で
の

方
で
、
明
る
く
高
齢
者
と
の
会
話
を
楽

し
め
る
方

謝

礼　
１
回　

千
円

募
集
人
数　
15
人
程
度

※
教
室
開
催
ま
で
に
、説
明
会
と
研
修（
３

時
間
程
度
）が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　
受
講
者
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
も

に
７
月
28
日（
金
）ま
で

申
・
問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎︎
６
３
７・３
１
７
５
）

●
●
●
い
き
い
き　
　

脳
の
健
康
教
室
●
●
●

自 衛 官（ 学 生 ）受 付 案 内
募集種目 資　　格 受付期間 試験期日 試験会場

自 衛 官 候 補 生
（男子） 18～27歳未満の男子

（高校卒業見込を含む） 年間を通じて
行っています。 受付時にお知らせします。 海上自衛隊

徳島教育航空群基地内 （松茂町）（女子） 18～27歳未満の女子
（高校卒業見込を含む）

一 般 曹 候 補 生 18～27歳未満の者
（高校卒業見込を含む） ₉月₈日（金）まで １次：   ₉月16日（土）～18日（月）

２次：10月５日（木）～11日（水）
海上自衛隊
徳島教育航空群基地内 （松茂町）

航 空 学 生
海：18歳以上23歳未満
空：18歳以上21歳未満

（高校卒業見込を含む）
₉月₈日（金）まで

１次：   ₉月18日（月）
２次：10月17日（火）～22日（日）
３次：11月18日（土）～12月21日（木）

₁次・₂次試験
海上自衛隊
徳島教育航空群基地内 （松茂町）

問  自衛隊鳴門地域事務所（☎685・5306）　住所：鳴門市撫養町立岩字七枚57
　　　自衛官募集ホームページ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

　当日は物産店の出店やステージイベントなど楽しい催しがいっぱいです。ぜひ、この機会にご家族でヴォルティ

スを応援しましょう。

日　　時／ 8月11日（金・祝） 　午後7時 キックオフ（午後5時 開場）

場　　所／鳴門・大塚スポーツパーク　ポカリスエットスタジアム

対　　戦／徳島ヴォルティス　VS　横浜ＦＣ

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

藍住町の小中高生無料ご招待＆大人ご優待
　藍住町にお住まいの小中高生の方はＡ自由席・ホーム自由席に無料でご招待します。大人の方にもチケットを

優待価格で販売します。

　当日、町民であることが確認できるもの（広報紙や保険証など）を持っ

てホームタウンチケットブースまでお越しください。

対　象　者／町内在住の方

大人の優待内容／Ａ自由席：1,500円　　ホーム自由席：1,000円

チケット交換開始／午後4時から

☆注意事項　スタジアムに缶・ビンは持ち込めません。

問  企画政策課（☎ 637・3124）

Ｊ２徳島ヴォルティス町民デー開催！
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●
●
● 

図
書
館
の
行
事 

●
●
●

お
は
な
し
会（
毎
週
日
曜
日
）

　

午
前
11
時
～
11
時
30
分 

※
７
月
か
ら
開
催
時
間
を
変
更
し
て
い
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

　

７
月
26
日（
水
）　

８
月
９
日（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

★
夏
休
み
お
た
の
し
み
会

　
～
人
形
劇
～ 

と
ら
ま
る
人
形
劇
団

日

時　
７
月
29
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場

所　
町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

★
夏
休
み
工
作
教
室「
石
こ
ろ
ア
ー
ト
」　

　
　
　
（
申
込
み
が
必
要
で
す
）

日

時　
８
月
４
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場

所　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
図
書
館
２
階
） 

対
象
者　
小
学
生
以
上

定

員　
15
人

休
館
日　
毎
週
月
曜
日

　
　
　
　

振
替
休
館
日　

７
月
18
日（
火
）

　
　
　
　

図
書
整
理
日　

７
月
20
日（
木
）

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

写
真
・
イ
ラ
ス
ト
・
手
芸
な
ど
、
あ
な

た
の
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

図
書
館 （
☎︎
６
９
２・０
０
７
０
）

　

第
１
日
曜
日 　

琵
琶
演
奏
体
験

　

第
１
月
曜
日 　

ぞ
め
き
演
奏

　

第
２
日
曜
日　

 

横
笛
・
尺
八

　

第
３
日
曜
日 　

琴
演
奏
体
験
学
習

　

第
４
日
曜
日　

 

梅
若
流
民
謡
啄
穂
会

※
各
演
奏
・
体
験
は
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
ぞ
め
き
演
奏
の
み
午
後
２
時
ま
で
）

問 

藍
の
館 （
☎︎
６
９
２・６
３
１
７
）

　

風
情
の
あ
る
お
屋
敷
の
中
で
、
藍
染

体
験
が
で
き
ま
す
。
天
然
藍
で
思
い
出

の
あ
る
洋
服
な
ど
を
染
め
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。
染
め
物
持
ち
込
み
に
よ

る
藍
染
体
験
も
で
き
ま
す
。
自
然
素
材

の
木
綿･

麻･

シ
ル
ク
は
よ
く
染
ま
り
ま

す
。（
形
状
記
憶
・
Ｕ
Ⅴ
カ
ッ
ト
は
不
可
）

持
込
み
体
験
価
格

　

１
ｇ
15
円
・
シ
ル
ク
１
ｇ
30
円

※
家
紋
ほ
か
ご
希
望
の
柄
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●なりすましメールに注意!!
　普段利用している旅行サイトから、宿泊の予約が
完了したとのメールが届いたが、予約した覚えがな
く不審」との相談が寄せられました。予約内容とし
て、通常の確認メールと同じように、宿泊日や人数、
到着予定時刻、食事条件、部屋条件、利用交通機関、
駐車場の有無等が書かれています。しかし、宿泊先
のホテル名や金額、支払方法についての記載はなく、
zip形式のファイルが添付されています。
　これは実際の業者になりすました詐欺メールで
す。ファイルを開くとウイルスに感染する恐れがあ
るので決して開かないでください。この件に関して
は名前を使われた旅行会社からも注意喚起されてい
ます。金融機関のネットバンキングの情報を搾取す
る機能のあるウイルスとのことですので、十分注意
してください。
　消費者ホットライン「188（いやや！）」番に掛け
ると、近くの消費生活相談窓口を案内します。

消費者トラブル相談
　消費者ホットライン
　（局番なし188！）
　町消費生活センター
　（☎679・1848）
　「なく No! いやよは」ここ！

藍
の
館イ

ベ
ン
ト
案
内

困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口

『
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
』

  

　

６
月
か
ら
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し

ま
し
た
。
消
費
生
活
相
談
員
２
名
が
無
料
で

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。不
安
な
と
き
、困
っ

た
と
き
は
お
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
日
時

　

毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
３
時

※
７
月
20
日（
木
）は
研
修
の
た
め
休
所
し
ま
す
。

場

所　
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
図
書
館
２
階
）

問 

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
局
番
な
し
１
８
８
！
）

　
　

 

専
用
電
話（
☎
６
７
９・１
８
４
８
）

成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言
無
料
相
談
会

　

認
知
症
等
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
不
十
分

に
な
っ
た
た
め
に
、
日
常
生
活
で
不
利
益
を

被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、「
成
年
後
見
制

度
」が
あ
な
た
や
家
族
を
守
り
ま
す
。

　

相
続
や
遺
言
の
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

　

偶
数
月
第
１
水
曜
日
に
無
料
相
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日
時　
８
月
２
日（
水
曜
日
）

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
福
祉
セ
ン
タ
ー（
１
階
相
談
室
）

問 

一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見

　
　

 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

　
　

 
徳
島
市
東
沖
洲
二
丁
目
１

−

８

　
　
　
県
行
政
書
士
会
館
内

☎︎（
０
８
８
）６
７
９・４
４
４
０

消費者トラブル情報

〜手口を知ってトラブル予防〜
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（氏　名） （年　齢） （住　　所）

平　野　榮　子 76歳 住吉字神蔵

新　見　裕　子 68歳 奥野字東中須

平　原　　　昭 87歳 富吉字豊吉

上　野　悦　郞 72歳 勝瑞字成長

黒　川　和　子 70歳 東中富字北傍示

和　田　一　男 85歳 奥野字和田

野　口　タミヱ 92歳 矢上字春日

中　野　忠　雄 76歳 奥野字西中須

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

三　木　柑　奈 か ん な 女
義 浩 ・ 理 恵 矢上字原

三　木　遥　馬 は る ま 男

久米川　虹　晴 こ は れ 女 真 二 ・ 美 琴 富吉字岸ノ下
原　田　泰　志 た い し 男 稔 大 ・ 志 穂 東中富字西安永
佐々木　　　健 た け る 男 栄 治 ・ 真理子 徳命字前須東
井　上　颯　栞 ふ う か 女 重 良 ・ 裕見子 勝瑞字正喜地
橋　本　琉　楓 る か 女 歳 三 ・ 真 理 矢上字安任
宮　繁　和　花 わ か 女 岳 大 ・ 智 子 奥野字猪熊
兒　島　歩　希 ほ ま れ 男 健 一 ・ 仁 美 奥野字矢上前
三　谷　衣千乃 い ち の 女 祥 互 ・ 沙理衣 乙瀬字青木
小　西　琉　生 る い 男 涼 太 ・ 怜 奈 勝瑞字成長
長谷川　恭　介 きょうすけ 男 雅 輝 ・ 真 紀 富吉字豊吉
鹿　子　琴　羽 こ と は 女 哲 平 ・ 有 希 住吉字若宮
篠　原　彩　乃 あ や の 女 正 之 ・ 由 佳 住吉字若宮
岩　佐　　　漸 ぜ ん 男 祥 史 ・ 桂 子 住吉字千鳥ヶ浜
松　村　歩　果 あ ゆ か 女 佳 彦 ・ 千 賀 東中富字敷地傍示
熊　尾　奏　音 か な で 女 亨 ・ 早 織 富吉字豊吉
白　川　太　一 た い ち 男 晃 義 ・ 実 奈 勝瑞字正喜地
武　市　　　成 な る 男 航 ・ 薫 勝瑞字東勝地
藤　井　瑠　空 る あ 女 篤 史 ・ 由 理 奥野字猪熊
久米川　航　成 こ う せ い 男 智 昭 ・ 朋 子 富吉字中新田

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよ
う、健康チェックや健康体操、お話、レクリエーショ
ン等の内容で各地域老人憩の家で開催しますので、
お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

７月19日 水 午前９時30分～11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック・らくらく
ボール体操（運動指導士）

７月19日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
カラオケ

７月21日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック・室内スポー
ツ（ラダーゲッター）

７月24日 月 午後１時30分～３時 乙瀬老人憩の家 健康チェック・らくらく
ボール体操（運動指導士）

７月24日 月 午後１時30分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
健康教室（理学療法士）

８月２日 水 午後１時30分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
おしゃべりサロン

８月７日 月 午後１時30分～３時 東部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

８月８日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
おしゃべりサロン

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック（血圧測定、検尿）・健康体操、レクリエーショ
　　  ン等を行っています。
問 　社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）

地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内

6月
届出おくやみ申し上げますおくやみ申し上げます

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう
地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です
藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 P T A 連 合 会
板野西部青少年補導センター

6月
届出

人
生
の
出
会
い
と
別
れ
四
月
か
な　
　
　
　
　

久
次
米
守
夫

鏡
面
の
田
を
黒
猫
が
ペ
ロ
と
舐
め　
　
　
　
　

佐
藤
友
木
子

車
窓
よ
り
バ
ニ
ラ
風
味
の
春
の
風　
　
　
　
　

青
木　

秀
明

薬
師
寺
の
鐘
音
と
ど
く
青
葉
山　
　
　
　
　
　

伊
藤
た
つ
お

子
つ
ば
め
に
納
屋
の
戸
少
し
開
け
て
お
く　
　

吉
田　

善
子

山
桜
手
に
乗
る
ほ
ど
の
先
に
村　
　
　
　
　
　

井
谷　

和
風

マ
ン
シ
ョ
ン
に
男
子
居
る
ら
し
鯉
の
ぼ
り　
　

平
野　

栄
子

即
乾
の
下
着
を
た
た
む
遍
路
宿　
　
　
　
　
　

田
子
閑
野
子

花
の
山
同
期
の
会
は
み
な
一
病　
　
　
　
　
　

平
岡　

育
子

さ
く
ら
酒
花
び
ら
ハ
ー
ト
ふ
わ
り
肩　
　
　
　

大
森　

園
子

町
民
の
方
を
対
象
に
俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼
ハ
ガ
キ
に
作
品（
１
人
１
句
又
は
１
首
）と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
選
考
の
上
、
直
近
の
広
報
紙
へ
掲
載
し
ま
す
。

申 

〒
７
７
１・１
２
９
２ 

奥
野
字
矢
上
前
52
番
地
１　
企
画
政
策
課

上窪　青樹　選
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医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

診療時間

8:45～12:30

14:30～17:30

月 火 水 木 金 土 TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる

じ　　び　いん こう　か

西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

㈳日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

院長　棚本　洋文

とくしま耳鼻科 ☜検索8月11・12・13・14・15はお盆休みで休診です。
16 水 は午前・午後　診察しております。

増田クリニック
TEL:088-693-3020
藍住町役場東  500m

健診・禁煙指導・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科
　　　　　　心臓血管外科・ペインクリニック内科

診療時間 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○

／

○

○ ○ ○ ○

○
5:30
まで

午前9:00～12:30

午後2:30～　6:30

MASUDA
CLINIC

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

。

皆さんで徳島ヴォルティスを
応援に行きましょう！
●ホームゲームご案内
　７月16日（日）午後6時30分から VS 京都サンガF.C.
　８月５日（土）午後7時から VS ジェフユナイテッド千葉
　８月11日（金・祝）午後7時から VS 横浜FC（町民デー）
●試合会場　ポカリスエットスタジアム

凌雲グループ　毎年恒例！

日 時  201７年 ８月 ５日　 　１7：3０～２０：００
場 所  老人保健施設　昴　西側駐車場（稲次整形外科病院 　北側）
屋 台  たこ焼き・焼きそば・かき氷　等
 金魚すくい・スノーマシーン　等 沖縄エイサー・和太鼓・阿波踊りもあるよ

ショー
エグゼイド

受付にてチケットをお渡しします
（数に限りがございます）

今年は
！

エグゼイド

おめでとう おめでとう

　₆月₈日に、喜田さんが入所されている施設を石川町長が慶
祝訪問し、祝い状と祝い金を贈呈しました。
　喜田さんは、今年に入り体調を崩し、入院されていましたが、
リハビリを頑張り、百歳のお誕生日に合わせて退院することが
できました。お祝い会で施設の皆さんからも祝福されると、 「あ
りがとうございます」と涙ぐんでお礼の言葉を述べていました。
　これからもお元気にお過ごしください。

（₆月₈日現在、町内の100歳以上の方は、男性₂人　女性14人）

喜田　愛子さん（住吉） 大正６年６月８日生まれ

100歳おめでとうございます

おめでとう おめでとう


